
 

 

 

 

令和２年度 

有田町商店街空き店舗等活用事業 

募集要領 
 

 

【チャレンジショップ事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有田商工会議所 



１．募集事業の概要 

(1)事業目的 

    この事業は、有田町内の空き店舗・空き家・空スペースを活用し、新た

に独立・開業をしようとする者に対して安価な家賃で店舗を提供すると

ともに、経営支援などを行う事で独立・開業を支援し、商店街の活性化

に寄与する事を目的とする。 

 

(2)事業内容 

    事業目的を踏まえ、下記の業種を募集する。 

     Ⅰ．小売業 

     Ⅱ．サービス業 

     Ⅲ．上記以外の必要とみなされる業種 

    

(3)出店場所 

 店舗は、西松浦郡有田町上幸平から本町までの県道 281 号線沿いを中心 

 とした各商店会エリアとする。     

    但し、支援対象者の親族が所有する物件は不可とする。 

 

(4)事業補助 

  店舗家賃もしくは、広告宣伝費を有田商工会議所が負担する。 

上限を 100 万とし、複数の応募者を支援する場合がある。 

  

  (5)事業期間 

    令和 2年 4 月～令和 3年 3月まで。 

 

２．応募資格等 

  募集要件は、下記の通りである。 

(1)有田町において、支援終了後の継続的な出店を前提とすること。 

(2)事業運営に必要な許認可を受けていること。 

(3)原則として、週 6日営業が可能なこと。 

(4)有田町、有田観光協会、有田商工会議所等が行う各種行事に対して 

積極的に協力すること。 

(5)居住地における納税の滞納がないこと。 

 

３．募集期間 

  2 月 10 日(月)～3 月 19 日(木) 



４．提出書類 

  (1)事業申請書及び添付書類 

  (2)許可及び資格を要する事業内容の場合、必要な許可証等のコピー 

 

５．提出先 

有田商工会議所 (844-0018 有田町本町丙 954-9 大有田焼会館 2F)  

  提出期限：令和 2年 3月 19 日(木) ※持参を原則とする。 

 

６．採択者決定 

  (1)選定方法 

書類提出時の面談と書類審査により決定。 

    採択の可否は、3月 31 日までに電話もしくはメールにて連絡する。 

 

(2)選定のポイント 

    Ⅰ．事業内容が募集業種と合致しているか 

    Ⅱ．事業内容が目的と合致しているか 

    Ⅲ．補助事業終了後も継続性が認められるか 

    Ⅳ．経営者としての資質や意欲があるか 

 

７．事業スケジュール 

  2 年 2 月 10 日 募集開始 

  2 年 3 月 19 日  募集締切り 

  2 年 3 月下旬  採択通知 

  2 年 4 月中旬～ 事業開始 

  2 年 3 月末   事業終了 

  ※期間中、定期的なヒアリングを行います。 

 

８．採択後のフォローアップについて 

  採択後は、正式な事業計画書の策定を実施してもらいます。 

また、定期的に進捗状況のヒアリングを行います。その際に、収支状況の 

報告を求める事があります。 

   

 

 

 

 



令和  年  月  日 

 

 

有田商工会議所  

 会頭 深川祐次 様 

 

申請者 

住  所  

氏  名 

                        電話番号 

                     e - m a i l 

 

 

有田町空き店舗活用等事業申請書 

(チャレンジショップ事業) 

 

令和 2 年度おいて、下記の通り地域商店街再活性化事業を実施したいので、

募集要項に従い関係書類を添えて申請します。 

 

 

記 

 

 

1．事業の内容                 (業種等を記載) 

 

2．共同事業者                 (名前と役割を記載) 

 

3．資格の所有                 (該当する資格を記載) 

 

4．事業の経験                 (業種等を記載) 

 

5．書類の確認   事業概要書 ・ 初期費用予算書 (揃っていれば〇囲み) 

 

 

 

 



添付書類 

 

事業概要書 

 

 

申請者名          

 

①事業の内容 

 ※どのような事業をするのか。営業時間・販売商品(サービス)・ターゲットなど詳細に書いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②何故しようと思ったのか 

 ※応募するきっかけなど、何故この事業をしようと思ったのかを書いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実施する事業の経験について 

 ※学生の頃バイトをしていたなど、この事業の経験についてあれば書いて下さい。 

 

 

 

 



添付書類   

 

初期費用予算書 

 

 

申請者名          

 

収入の部 

科  目 金  額 備  考 

自己資金   

借入金   

   

   

合  計   

 

支出の部 

科  目 金  額 備  考 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

合  計   

※チャレンジショップを始めるにあたって、必要な設備や備品、商品などを 

 記入してください。 

※人件費や、水道光熱費、通信費(ネット・携帯)、家賃は記入する必要ありません。  

※収入と支出は、同額になるようにしてください。 

※見積りは必要ありません。ネットなどで価格を調べて記入してください。 



参考資料 

 

初期費用予算書 

 

 

申請者名  有田 太郎      

 

収入の部 

科  目 金  額 備  考 

自己資金 250,000  

借入金 500,000 銀行より 

借入金 250,000 親より 

   

合  計 1,000,000  

 

支出の部 

科  目 金  額 備  考 

テーブル・イス 100,000 5 セット 

カウンター 100,000 1 台 

食器棚 50,000 1 台 

食器類 100,000 10 人分 

カトラリー類 50,000 10 人分 

流し台 100,000 1 台 

作業台 100,000 1 台 

看板類 100,000 店頭用 2枚、店内用 1枚 

チラシ 100,000 5000 枚 

制服代 30,000 3 名分 

商品代 120,000 1 か月分 

レジ 30,000 1 台 

予備費 20,000 雑費 

合  計 1,000,000  

※飲食店をイメージして記入しています。 

※業種が変われば、違った経費がでてくることになります。 

 例：パソコン・３Dプリンター・ショーケースなど 


